




























































































































































































巻）において、 「享保十四年酉歳四月廿二日朝日二ツ出ツ。是今年旱魃スベキ天ノ告ニヤ」 朝日が二つ出たという幻 現象が災害の予兆とし





























































ずしていつ学ぶ、 時は待ってはくれない」 、 というこの教訓は渡部家の 〈家訓〉のひとつであったに違いな 。　
また、 「女子大本」巻三「大塔建立」十八・ウ～十九丁・オの覚鑁と







の左側に京都・勝村治右衛門という書肆名があることから購入時期は天保年間（一八三〇～一八四四）またはそれ以降と推測する。当時の渡部家の当主は四代目・治左衛門 （一七九四～一八五九） から五代目 （一八一九～一八七六）であったと考えられる。渡部家が所有していた三種類の書のありかたは以下 る。・ 『平家評判』…






































































。横田冬彦氏は「依田家訓身持鑑」 （全四〇条） 、 「他




人々は農業という経済面 軸足をおきながらも、自らのアイデンティティーに関しては武士であること 願った、それを証明するために文学を利用したので り、単なる娯楽のために書籍を購入していたのではないのである。
　
では渡部家の場合はどうであったか。 『平家評判』の基

























































































































































































































































いる浪人百姓が含まれているということに注意をはらわなくてはならない。このような浪人百姓を管理することは、騒動の煽動者を村から出さないこと、凶作時の村民の不安、年貢への不満 博打、喧嘩防止、規律などの村のモラルに従わせる指導の必要性が渡部家にはあったのである。その一つとして、四代目・治左衛門が毎 、江戸から「南郭金襲ノ如キ」講談師を招き、村民一同を集めて「民風ノ指導誘掖」に努めたという記述があることからも、 村民教化の必要性があったわけである。そこに 『平家評判』 『可笑記』 利用方法があったと考えたい。則ち、 『平 評判』という〈軍書〉から得る知識・教訓・リーダー論を〈村〉のレベルに合わせた通俗道徳として読み換え、村民管理を行なってい と う可能性である。　
地方農村部における庄屋の書籍の扱い方は、２の項で取り上げた依田


































































































































































（６） 『余目の神社』 教育委員会、一九九三・三）十六～四五頁。（７） 『余目町史資料』第五号（西小野方村史料３） （余目町教育委員会、二〇〇五 ・ 六）
一一八頁。












13） 『繪本沉香亭 、 徳田武「文人の 説、 戯作者の小説―『絵本沈香亭』






商油屋弥平衛について―」 （ 『立命館経済学』第二巻第一号、一九五三・二） 。
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26） 『庄内人名辞典』 （庄内人名辞典刊行会、一九八六・十 ）渡辺作左衛門の項。
（
27）前掲（
26）武藤半蔵の項。
（
28）前掲（
22）一六一～一六六頁
（
29）前掲（
22）一二九～ 三 頁。
　
本論作成にあたり、渡部淳子様、御妹・悠子様に多数の資料をご呈示戴きました。
そして郷土史家・花岡様、小野寺様にご教示を、庄内町立図書館阿部様に史料のご提示を戴きました。ご協力戴いた皆様に心より感謝申しあげます。　
なお、本論中に差別的な表現が含まれている部分がありますが、あくまでも原文
に従い引用したものです。ご容赦のほど、お願い申しあげます。
（日本文学専攻
　
博士課程後期二年）
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A
bstract ］
T
hereisatextknow
nastheH
eikeM
onogatariH
yoban
H
idensho
[SecretT
eachingsonC
riticism
andJudgm
entoftheT
aleof
th
eH
eik
e],p
u
b
lish
ed
in
1650,th
atisin
th
ecollection
ofJap
an
W
om
en
'sU
n
iv
ersity
.T
h
istex
tisth
ou
g
h
ttoh
av
eb
een
in
itially
receivedbytheclassoffeudallordsandtheclassofeducatedpeople.
H
ow
ever,theexplanatorynotestothe H
eikeM
onogatariH
yoban
K
arui [F
law
sinC
riticism
andJudgm
entoftheT
aleoftheH
eike],
publishedin1712,containanotationtotheeffectthatthe H
eike
M
onogatariH
yoban
H
id
en
sh
oh
ad
ach
iev
ed
acertain
w
id
esp
read
popularityinthattim
e.T
hissuggeststhattheolderw
orkhadbeen
w
idelydistributedam
ongreaders,ascanalsobeinferredfrom
the
factthatthecopyoftheH
eikeM
onogatariH
yobanH
idenshointhe
Jap
an
W
om
en
'sU
n
iv
ersity
collection
h
ad
p
rev
iou
sly
b
elon
g
ed
to
W
atanabeJizaem
on,alandlordinasm
allsettlem
entofsom
ething
over150peopleinY
am
agatadom
aininnorthernJapan.
T
he H
eikeM
onogatariH
yobanH
idensho
iscategorizedasatextof
them
artialnarrativetype.T
hecontentincludesm
anypassageson
m
ilitarytactics,generalknow
ledge,m
oralsdraw
nfrom
thenarrative,
discussionsoftheleadersdescribedinthenarrative,andothersuch
m
attersthatallow
edreaderstoreadandreinterpretinanyw
aythey
liked.A
tthetim
ew
hentheW
atanabefam
ily,headsoftheirvillage,
p
rob
ab
ly
p
u
rch
ased
th
eircop
y
ofth
e H
eikeM
onogatariH
yoban
H
idensho
,onem
ayw
onderw
hatkindofreadingtheyw
ouldhave
m
adeofthisw
orkinlightofcontem
poraryeventsintheShonaiarea
ofY
am
agata.W
hattheW
atanabefam
ilysoughttoabsorbfrom
the
w
orkw
asprobablypreceptsforthefam
ily,villagem
anagem
entand
discipline,generalknow
ledge,andculturalrefinem
ent.T
heW
atanabe
15
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fam
ilylinestillcontinuesunbrokentoday,buttheirtextsofclassical
literaturehaveunfortunatelybeenlost,m
akingitdiffi
culttodeterm
ine
w
hatsortsofbooksattractedtheirinterest.
Inordertoascertainhow
theW
atanabefam
ilym
ighthavereadand
interpretedthe H
eikeM
onogatariH
yobanH
idensho
,andhow
they
m
ighthavepasseditdow
nintheirfam
ily,therefore,theauthorofthis
paperdecidedtoconductastudyoftheirlocalcom
m
unitytolookfor
instancesofreadershipandinterpretationofm
artialnarrativesinthis
ruralagrariandistrictthatw
ouldprovideabasisforexam
iningthe
m
atter.
Itshouldbenotedthatthereisconfirm
ationoftw
ootherw
orksthat
bearsealsshow
ingtheyarefrom
W
atanabeJizaem
on'scollection:O
ne
isthe K
asho-ki[W
ritingsonM
atterstoSm
ileat],anillustratededition
publishedin1659,thatisintheR
yum
onB
unkocollection.T
heother
isth
e E
honJinko-tei[Illu
strated
B
ook
ofth
eIn
cen
seP
av
ilion
],
publishedin1806,thatisinthecollectionofSenshuU
niversity.
［
K
ey
w
o
rd
s ］
G
en
eralk
n
ow
led
g
e,fam
ily
p
recep
ts,reg
ion
allead
er
theory,discipline,cultivation
